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全国高校駅伝競走大会 

   

～ 寒空の中、陸上部が２年ぶりの「都大路」を駆け抜けました ～ 

12月 26日（日）、京都市で全国高等学校駅伝競走大会が開催され、本 

校陸上部が２年ぶり（４回目）に長崎県代表（男子）として出場しました。 

レースは、全国から集まった強豪校を相手に、序盤からなかなか順位を 

上げられない展開が続きました。しかし、時折雪が舞う寒空の中、選手た 

ちは先行するランナーを懸命に追いかけ、各区間で堅実な走りを見せまし 

た。そして、目標としていた県勢最高記録（２時間５分 36秒）の更新は 

なりませんでしたが、２年前の順位（40位）を上回る 29位（２時間８分 

29秒）でフィニッシュしました（各選手の成績は下の通り）。主将の吉浦

悠さん（３年）は、レース終了後に「厳しい展開でしたが、ずるずる後退することなく、最後まで集中を切ら

さずに襷をつなぐことができました。３年分の感謝を伝える走りができたと思います」と語りました。 
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大会当日の 26日（日）には、本校コモンホールでパブリックビューイン 

グを行いました。学習のため登校していた松高生や教職員が集まり、大型 

スクリーンに映し出された映像を通してレースを見守りました。生徒たち 

は中継地点で襷をつなぐたびごとに、大きな拍手で本校の選手を後押しし、 

アンカーの古賀智也さん（１年）がゴールする際には、一段と大きな拍手 

を送り、選手たちの健闘を称えました。松本龍之介さん（３年 御厨中学 

校出身）は、「選手の頑張りに勇気をもらいました。僕も受験に向けて頑張ろうと思います」と語りました。 

【各選手の成績】 

 １区（ 10.0k m）  網本 佳悟 さん（３年 東部中学校 出身） 30 分 27 秒（区間 30 位、通算 30 位） 

  ２区（ 3 . 0 k m） 小川 栄人 さん（３年 中里中学校 出身） 8 分 29 秒（区間 28 位、通算 31 位） 

 ３区（8.1075km） 川原 琉人 さん（１年 三井楽中学校 出身） 25 分 01 秒（区間 29 位、通算 28 位） 

 ４区（8.0875km） 吉浦  悠 さん（３年 志佐中学校 出身） 24 分 26 秒（区間 30 位、通算 29 位） 

 ５区（ 3 . 0 k m） 尾上  蓮 さん（１年  三和中学校 出身）  9 分 12 秒（区間 26 位、通算 28 位） 

 ６区（ 5 . 0 k m） 戸田 颯人 さん（２年 日宇中学校 出身） 15 分 28 秒（区間 33 位、通算 29 位） 

７区（ 5 . 0 k m） 古賀 智也 さん（１年 中里中学校 出身） 15 分 26 秒（区間 40 位、通算 29 位） 

大学入学共通テスト 

１月 15日（土）・16日（日）の両日、大学入学共通テストが行われ、 

本校からは３年生 12名が長崎県立大学佐世保校にて受験しました。 

                                   試験前日の１月 14日（金）には、コモンホールにて共通テスト受験 

者出陣式を行いました。出陣式では、小野下校長・西学年主任・２年生 

代表生徒（井元紗羽さん 志佐中学校出身）の激励の言葉に引き続き、 

受験する３年生を代表して田代萌李さん（御厨中学校出身）が「私たち

を支えてくれたすべての方々と、一緒に学んできた仲間への感謝の気持ちを忘れず、自分の力を出し切ること

ができるよう、精一杯臨みましょう」と、共に志望校合格への第一関門に挑む仲間に呼びかけました。 

～ 12名の受験生、志望校合格への第一関門に果敢にチャレンジ！～ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「松高に思う vol.18」  松高に 挑戦の冬巡りきて 君のがんばり 春につながれ 

１７日間の冬休みを経て、令和３年度３学期がスタートしました。冬休みとはいえ、松高生はそれ

ぞれの目標に達成に向けた「挑戦」を続けていました。進路実現に向けて学校で学習に取り組んだ３

年生、部活動のトレーニングに全力を傾けた１・２年生。陸上部の選手たちは、憧れの都大路で全力

を出し切ってくれました。ご声援ありがとうございました。私は、松高生や職員とともに、パブリッ

クビューイングで彼らのがんばりに拍手を送りました。それぞれの思いのこもった努力は尊いもので

す。満足感と達成感、「次のステップに踏み出すエネルギー」を得て欲しいと心から願います。 

                                                    （校長 小野下和宏） 

 

２月のおもな行事 

２月 １日（火） 検査場設営（午後自宅学習） 

２日（水） 前期選抜検査 

（生徒自宅学習 ～2/3） 

６日（日） 全商商業経済検定試験 

８日（火） ③登校日 

110日（木） ①②早朝補習終了 

①②考査時間割発表 

職員室入室禁止 

 ①②ＭＮＰ課題研究発表会 

      

 

 

 

２月 17日（木） ①②第５回定期考査（～2/22） 

                 ③登校日、③県知事選挙期日前投票 

     25日（金） 国公立大学前期試験（～2/26） 

                ③登校日 

26日（土） ①②土曜補習 1 

27日（日） 日商簿記検定試験 

28日（金） 卒業式予行、会場調整 

1③③ＰＴＡ記念品贈呈式 

1③同窓会入会式 

注）①は１年、②は２年、③は３年 

まつナビ・プロジェクト 校内発表会 

１月 19日（水）、まつナビ・プロジェクト（ＭＮＰ）校内発表会を開 

催しました。２年生が 13 のグループに分かれ、地域と協働しながら行 

ってきた課題研究の成果を発表し、「子育て」「国際交流」「産業振興」な 

ど様々なテーマで、高校生の視点からの地域活性化策を提示しました。 

新型コロナウィルスの感染急拡大を受け、会場のコモンホールと１・２ 

年生の教室をリモートで結ぶ形で 

の発表会となりましたが、発表者も参観者も真剣に取り組みました。「地 

域活性化」というテーマで研究成果を発表した１班（Ｂグループ）の副 

島千陽さん（今福中学校出身）は「様々な苦労はありましたが、自分で 

設定した課題について調べるといった経験はとてもためになりました。 

後輩たちには来年頑張ってほしいと思います」と語りました。 

 

つナビ」の研究成果を発表しました。これは、今年の５月から松

浦 

市職員などの地域の方々のサポートを受けながら、地域課題につい 

て班ごとに調査・研究し、改善に向けての方策などを考察したもの 

です。発表では、高校生の視点から生まれた斬新なアイデアや実践

などが次々と提示され、実りある発表会となりました。 

厳正な審査の結果、次の５つの班が代表に選出されました。代表となった班は、12 月 24 日（木）に松浦市

議会本会議場にて、地域課題解決に向けた提言を行いました。生徒たちは市議会議員の方々に向けて、やや緊

張した様子でしたが、落ち着いた態度で地域振興につながる様々な提言を行いました。また、議員の方々の質

問にも、班内で相談しつつ答弁していました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ ２年生が研究の成果を発表しました ～ 

なるには講座 ～ 地元企業の方々の講話を通して、働くことの意義や楽しさなどを学びました ～ 

12 月 22 日（水）、「なるには講座」を実施しました。１・２年生が松浦市内外の公的機関や民間企業からお

招きした講師の方々（４名）から、事業の概要や経営方針、働くことの意

義や楽しさ、やりがいなどについての講話を聴き、自らの職業観や進路意

識を高めました。 

久保川諒人さん（１年 調川中学校出身）は「どんな仕事をするにも、チ 

ャレンジすることが大事だということが分かりました。僕も日頃から頑張 

って生活していこうと思いました」と講座の感想を語りました。 



 


